












目的 

 本研究の最終年度である 57年度においては,初年度において資料収集の対象とした母子

29組についての縦断的資料を児の生後23ヵ月に至るまで収集し,さらに妊娠32週より約2

年間にわたるすべての資料の分析を行い,主として次のような観点からその検討を行った。

すなわち当初において設定したように生後 12 ヵ月ごろにおける児の母親に対する愛着の

あり方に対して,それまでにおける母親の児へのかかわり方・育児観などがどのように影響

するかということ,ならびに児の生物学的に規定された個体的特徴と考えられる気質が母

親側の要因とどのように交絡して生後 12 ヵ月における母子の愛着の質を決めるのかとい

うことが第 1 の問題であった。さらに,生後 12 ヵ月以降における児のしつけの容易さに,

愛着の質がどのようなかかわりをもっかを明らかにするということが第2の問題であった。

なお,これら 2つの問題の検討を通して,わが国における乳児期の社会的発達が国における

乳児期の社会的発達と母子相互作用にみられる特徴にはどのような文化的特色があるかを,

米国等の資料と対照することによって考察することも意図した。 

 以上とは別に,前述の対象については実施できなかった新生児期の気質の規定因を探索

する試みとして,胎動と新生児期における活動性の関係について,本年度において新たな対

象について検討を行った。 


